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　CQ26： 後頭神経ブロック，後頭神経パルス高周波法は，頸性頭痛，後頭神
経痛に有効か？

　解　　説：頸性頭痛 47 名に対し後頭神経プラセボブロック群と後頭神経ブ
ロック群で比較したRCT1) では，施行 2週間後，後頭神経ブロック群において
VAS，Total Pain Index（TPI）がベースラインより約 50％低下した．また，鎮
痛薬用量，頭痛とその頻度，悪心・嘔吐，音過敏，光過敏，食欲低下もプラセボ
群に比較して有意に減少した〔EV：Ⅱ , G1〕．30 名の難治性頸性頭痛に対し，後
頭神経ブロック群と後頭神経パルス高周波群の 2群を比較したRCT2) では，施
行 3カ月後で，ブロック群でVAS（1～100 表示）が 32，パルス高周波群で 33
低下した．施行 9カ月後ではパルス高周波群において効果が持続していた．
〔EV：Ⅱ , G1〕．19 名の後頭神経痛患者に対する大あるいは小後頭神経パルス高周
波法の前向き試験3) では，施行後 6カ月間平均VASが 36 低下し，Medication 
Quantification Scale で 8 単位低下した〔EV：Ⅳa, G2〕．後頭神経痛と診断された
102 名に対し，大あるいは小後頭神経パルス高周波を施行した後ろ向き試験4) で
は，52名（51％）で，施行後 3カ月間 50％以上の鎮痛が得られた〔EV：Ⅳb, G2〕．
　従来方法の後頭神経ブロックと超音波ガイド機器などを用いた後頭神経ブロッ
クを比較した報告もある．26 名の後頭神経領域の頭痛患者をドップラー超音波
流量計ガイド下後頭神経ブロック群と従来の盲目的後頭神経ブロック群の 2群に
分けたRCT5) では，ドップラー群が従来方法群に比較して後頭神経ブロック群
で有意な効果が得られた〔EV：Ⅱ , G2〕．後頭神経痛の患者に対する超音波ガイ
ド下後頭神経ブロック群と従来の盲目的後頭神経ブロック群の 2群に分けて比較
し，施行 4週間後のVAS（1～100 表記）を比較した prospective study6) では，
超音波ガイド下群はVASが 64±2から 23±2，盲目群はVASが 65±2から 38±
3 に低下した〔EV：Ⅳa, G2〕．このように，後頭神経ブロックでは，超音波ガイ
ド，ドップラー超音波流量計ガイドを使用すると，より確実にブロックすること
ができる．
　ま と め：頸性頭痛に対する後頭神経ブロック，後頭神経パルス高周波法は有
用な治療である．パルス高周波法（PRF）の方が，長期間効果が得られるとの報
告もある．後頭神経痛に対する後頭神経ブロック，後頭神経パルス高周波法は有
用な治療である．
　推奨度　B
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